
は

じ

め

に

松
浦
史
料
博
物
館
に
は
江
戸
時
代
後
期
に
写
さ
れ
た
古
画
の
模
写
が
多
数
収
蔵
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
平
戸
藩
九
代
藩
主
松
浦
静
山
⑴
（
一
七
六
○
〜
一
八
四
一
）

が
自
ら
、
あ
る
い
は
絵
師
に
依
頼
し
て
模
写
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
中
で
も
目
を
引

く
の
が
、
木
片
を
細
か
く
割
い
て
刷
毛
状
に
し
た
木
筆
に
よ
る
三
十
六
歌
仙
の
模
写

で
あ
る
（
以
下
、
松
浦
史
料
博
物
館
本
と
す
る
）（
図
１
〜
９
）。
原
本
は
か
つ
て
水

戸
府
が
所
蔵
し
た
の
も
の
で
、
静
山
の
依
頼
に
よ
り
、
幕
府
の
御
用
絵
師
住
吉
広
行

（
一
七
五
四
〜
一
八
一
一
）
が
こ
れ
を
写
し
た
と
い
う
。
い
わ
ゆ
る
藤
原
公
任
撰
三

十
六
歌
仙
に
加
え
、
歌
仙
絵
と
し
て
は
珍
し
い
住
吉
社
の
鳥
居
と
松
（
図
９
）
が
描

か
れ
、
色
紙
形
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
和
歌
が
記
さ
れ
て
い
る
。

模
写
の
経
緯
に
つ
い
て
は
柴
野
栗
山
（
一
七
三
六
〜
一
八
〇
七
）
に
よ
る
序
文

（
図
１
）
や
、
静
山
の
記
し
た
『
新
増
書
目
』「
木
筆
三
十
六
歌
仙
」
の
項
目
（
内
篇

巻
七
上
）
に
詳
し
い
。『
新
増
書
目
』
と
は
、
平
戸
に
置
か
れ
た
静
山
の
蔵
書
（
感

恩
斎
文
庫
）
の
目
録
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
書
籍
だ
け
で
な
く
、
古
画
の
模
写
も
項

目
が
立
て
ら
れ
、
そ
の
経
緯
や
原
本
の
画
題
、
さ
ら
に
は
制
作
年
代
や
筆
者
、
画
風

に
至
る
ま
で
、
根
拠
と
な
る
文
献
や
識
者
の
助
言
を
も
と
に
、
静
山
の
所
見
が
書
き

綴
ら
れ
て
い
る
。

本
論
で
は
、
こ
の
『
新
増
書
目
』
に
注
目
し
な
が
ら
、
松
浦
史
料
博
物
館
本
の
模

写
の
経
緯
や
、
木
筆
に
関
す
る
情
報
、
原
本
の
作
者
に
つ
い
て
の
当
時
の
認
識
、
さ

ら
に
は
住
吉
広
行
の
古
画
模
写
の
あ
り
方
や
そ
の
評
価
、
広
行
に
よ
る
「
木
筆
古
歌

仙
」
の
鑑
定
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
き
た
い
。

水
戸
府
旧
蔵
の
「
木
筆
三
十
六
歌
仙
絵
巻
」
と
近
世
の
模
写

松
浦
史
料
博
物
館
本
は
儒
学
者
で
あ
る
柴
野
栗
山
の
序
文
か
ら
始
ま
る
。
序
文
右

下
に
確
認
で
き
る
の
が
、
静
山
の
所
蔵
印
「
平
戸
藩
蔵
書
」
と
「
楽
斎
堂
文
庫
」

（
と
も
に
朱
文
方
印
）
で
あ
る
。

木
筆
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
主
に
歌
仙
の
衣
紋
線
や
冠
な
ど
の
装
飾
物
で
、

こ
れ
ら
は
木
筆
の
特
徴
で
あ
る
刷
毛
目
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
震
え

る
よ
う
な
細
か
な
波
線
が
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
墨
を
主
体
と
し

住
吉
広
行
に
よ
る
「
木
筆
三
十
六
歌
仙
」
の
模
写
に
つ
い
て

下

原

美

保

『
美
学
論
究
』
第
三
十
八
編

二
〇
二
二
年
九
月
二
十
日
発
行

二
三



図 1 「木筆三十六歌仙（部分）」（住吉広行・模写）（序文）（松浦史料博物館）

図 2 「木筆三十六歌仙（部分）」（住吉広行・模写）（柿本人麻呂）（松浦史料博物館）

図 3 「木筆三十六歌仙（部分）」（住吉広行・模写）（在原業平）（松浦史料博物館）

住
吉
広
行
に
よ
る
「
木
筆
三
十
六
歌
仙
」
の
模
写
に
つ
い
て

二
四
二
四



図 4 「木筆三十六歌仙（部分）」（住吉広行・模写）（藤原仲文・壬生忠峯・源信明）（松浦史料博物館）

図 5 「木筆三十六歌仙（部分）」（住吉広行・模写）（藤原敦忠）（松浦史料博物館）

図 6 「木筆三十六歌仙（部分）」（住吉広行・模写）（小野小町）（松浦史料博物館）

住
吉
広
行
に
よ
る
「
木
筆
三
十
六
歌
仙
」
の
模
写
に
つ
い
て

二
五



図 7 「木筆三十六歌仙（部分）」（住吉広行・模写）（伊勢）（松浦史料博物館）

図 8 「木筆三十六歌仙（部分）」（住吉広行・模写）（山辺赤人）（松浦史料博物館）

図 9 「木筆三十六歌仙（部分）」（住吉広行・模写）（住吉明神）（松浦史料博物館）

住
吉
広
行
に
よ
る
「
木
筆
三
十
六
歌
仙
」
の
模
写
に
つ
い
て

二
六
二
六



た
歌
仙
絵
で
あ
り
な
が
ら
も
、
華
や
か
な
雰
囲
気
を
も
つ
。

松
浦
史
料
博
物
館
本
の
原
本
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
準
ず
る
作
品
と
推
測
さ
れ
る
の

が
、
徳
川
博
物
館
所
蔵
の
「
木
筆
三
十
六
歌
仙
絵
巻
」（
以
下
、
徳
川
博
物
館
本
と

す
る
）⑵
で
あ
る
。
二
〇
〇
七
年
に
開
催
さ
れ
た
「
大
徳
川
展
」
の
図
録
に
よ
る
と
、

同
本
は
室
町
時
代
に
制
作
さ
れ
た
も
の
で
、
絵
画
は
土
佐
光
顕
筆
と
、
和
歌
は
二
条

為
世
筆
と
伝
え
ら
れ
て
き
た
。
松
浦
史
料
博
物
館
本
と
徳
川
博
物
館
本
と
は
、
歌
仙

の
表
情
、
木
筆
に
よ
る
衣
紋
線
の
刷
毛
目
の
細
部
、
さ
ら
に
は
色
紙
型
下
絵
の
文
様

や
和
歌
の
書
体
ま
で
近
似
し
て
い
る
。

松
浦
史
料
博
物
館
本
と
同
様
に
、
同
画
題
の
近
世
の
写
し
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、

東
京
国
立
博
物
館
の
模
写
で
（
以
下
、
東
博
本
と
す
る
）⑶
、
巻
頭
に
は
「
不
忍
文

庫
」
の
朱
文
長
方
印
が
確
認
で
き
る
。
不
忍
文
庫
と
は
、
国
学
者
で
蔵
書
家
と
し
て

も
知
ら
れ
る
屋
代
弘
賢
（
一
七
五
八
〜
一
八
四
一
）
の
収
蔵
書
の
こ
と
で
あ
る
。
東

博
本
が
弘
賢
の
時
代
の
模
写
で
あ
れ
ば
、
松
浦
史
料
博
物
館
本
と
同
時
代
の
模
写
と

な
る
。
実
際
、
静
山
と
弘
賢
と
は
交
友
関
係
に
あ
っ
た
。『
新
増
書
目
』
に
は
、
弘

賢
か
ら
「
待
賢
門
合
戦
絵
詞
」
の
模
写
を
借
り
、
静
山
自
身
が
こ
れ
を
写
し
た
と
い

う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
っ
て
い
る
⑷
。
東
博
本
も
木
筆
を
用
い
て
描
か
れ
て
お
り
、
歌

仙
の
姿
や
色
紙
の
下
絵
は
徳
川
博
物
館
本
、
松
浦
史
料
博
物
館
本
と
ほ
ぼ
同
様
で
、

や
は
り
水
戸
徳
川
家
伝
来
本
の
写
し
と
さ
れ
て
い
る
。

『
新
増
書
目
』
に
み
る
「
木
筆
三
十
六
歌
仙
」

次
に
、『
新
増
書
目
』
の
「
木
筆
三
十
六
歌
仙
」
の
項
目
よ
り
、
松
浦
史
料
博
物

館
本
に
関
す
る
情
報
を
抽
出
し
て
み
た
い
。

●
木
筆
三
十
六
歌
仙

越
前
守
光
顕
筆

一
軸

此
図
住
吉
内
記
廣
行
ノ
粉
本
ニ
就
テ
模
ス
．
即
廣
行
ニ
乞
テ
其
所
レ

画
ナ
リ
．
其

図
ノ
奇
巧
ヲ
悦
バ
シ
ム
．
木
筆
並
此
画
ノ
説
．
柴
彦
輔
ノ
序
文
ニ
詳
ナ
リ
．
左
ニ

記
ス
．
歌
仙
ノ
像
毎
ニ
．
其
上
色
紙
形
ヲ
画
ク
．
其
様
亦
奇
趣
．
巻
末
ニ
華
表
ヲ

画
ク
．
傍
ニ
松
樹
ア
リ
．
其
上
ニ
住
吉
ノ
神
詠
ヲ
書
ス
．
蓋
住
吉
之
社
ナ
リ
．
○

序
．
住
吉
画
博
廣
行
．
乎
模
下

木
筆
画
二

三
十
六
歌
仙
一

図
一
巻
上

．
原
本
水
戸
府
秘

蔵
也
．
廣
行
審
定
．
為
二

其
先
越
前
守
光
顕
真
蹟
一

．
筆
力
矯
健
．
変
化
自
在
．
実

妙
跡
也
．
按
東
観
余
論
曰
．
唐
太
宗
飛
白
．
皆
用
二

相
思
一

為
二

片
板
一

．
若
二

髹
刷
一

然
．
呼
為
二

木
筆
一

．
本
朝
画
伝
載
下

根
来
寺
僧
覚
鑁
及
賢
正
智
海
等
木
筆
善
二

梵

書
一

．
目
作
二

不
動
及
渡
唐
天
神
像
一

事
上

．
又
住
吉
氏
家
乗
云
．
其
先
刑
部
光
信
．

嘗
応
二

源
大
将
軍
東
山
公
命
一

．
木
筆
画
二

野
馬
一

．
又
其
家
訣
．
木
筆
以
二

木
槿
一

造

云
．
拠
二

此
数
説
一

則
木
筆
本
出
レ

自
二

飛
白
書
一．僧
家
以
下

其
便
上
レ

作
二

梵
篆
一

．
取

而
用
レ

之
．
其
余
巧
変
為
二

墨
技
一

．
遂
流
入
二

画
家
一

成
二

一
体
一

也
．
今
レ

世
久
絶
二

其
技
一

．
雖
レ

以
三

躊
官
子
弟
如
二

土
佐
住
吉
諸
家
一

．
但
伝
二

其
訣
一

．
而
不
レ

能
レ

蔵
二

古
蹟
粉
本
一

也
．
廣
行
一
曰
．
観
二

此
本
一

．
大
驚
以
為
二

奇
遘
一

．
費
二

数
十
日
工
一

模
取
．
筆
ニ
必
慎
．
毫
髪
無
レ

所
レ

失
．
其
可
下

与
二

原
本
一

弁
上

者
．
独
紙
墨
新
陳

耳
．
亦
精
絶
也
．
寛
政
乙
卯
季
秋
東
讃
柴
邦
彦
題
」
○
廣
行
曰
．
光
顕
ハ
元
徳
ノ

頃
ノ
人
．
事
蹟
土
蜘
蛛
絵
巻
物
ノ
条
ニ
記
ス
．
元
徳
ハ
後
醍
醐
帝
ノ
年
号
．
元
弘

ノ
前
年
．

（『
新
増
書
目
』
内
篇
巻
七
上
「
雑
二

画
図
ノ
中
之
部

模
写
」）

住
吉
広
行
に
よ
る
「
木
筆
三
十
六
歌
仙
」
の
模
写
に
つ
い
て

二
七



（
傍
線
部
は
原
本
の
ま
ま
）

上
記
の
同
項
目
に
よ
る
と
、
松
浦
史
料
博
物
館
本
は
住
吉
広
行
が
所
蔵
し
て
い
た

「
木
筆
三
十
六
歌
仙
」
の
模
写
を
、
静
山
が
広
行
に
依
頼
し
て
さ
ら
に
模
写
さ
せ
た

も
の
で
あ
る
と
い
う
。
模
写
の
詳
し
い
経
緯
に
つ
い
て
は
、
栗
山
の
序
文
を
引
用
し

な
が
ら
以
下
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。

住
吉
広
行
が
模
写
し
た
木
筆
三
十
六
歌
仙
は
、
水
戸
府
に
原
本
が
秘
蔵
さ
れ
て
い

る
。
広
行
は
こ
の
絵
巻
（
原
本
）
を
先
の
越
前
守
光
顕
の
真
蹟
と
み
な
し
た
。
そ
の

作
風
は
筆
力
矯
健
、
変
化
自
在
で
実
に
妙
跡
で
あ
る
。『
東
観
余
論
』⑸
に
よ
る
と
、

唐
の
太
宗
に
よ
る
飛
白
は
、
皆
、
相
思
（
樹
）
の
木
片
を
用
い
、
こ
れ
が
漆
を
塗
る

（
刷
毛
の
）
よ
う
で
あ
る
た
め
、
木
筆
と
呼
ん
だ
と
い
う
。『
本
朝
画
伝
』
で
は
、
根

来
寺
の
僧
で
あ
る
覚
鑁
や
賢
正
智
海
な
ど
が
梵
書
を
得
意
と
し
、
不
動
や
渡
唐
天
神

像
を
木
筆
で
描
き
、
住
吉
家
の
家
伝
で
は
、
土
佐
光
信
が
足
利
義
政
の
命
に
応
じ
て

木
筆
の
野
馬
を
描
い
た
と
い
う
。
住
吉
家
の
奥
義
で
は
、
筆
は
木
槿
を
使
っ
た
と
さ

れ
る
。
ま
た
、
諸
説
に
よ
る
と
、
木
筆
は
も
と
も
と
飛
白
書
よ
り
出
て
、
僧
家
で
梵

書
や
篆
書
を
書
く
た
め
に
用
い
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
優
れ
た
技
巧
は
変
じ
て
墨
技
と

な
り
、
遂
に
画
家
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
一
つ
の
絵
画
様
式
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
現

在
で
は
そ
の
技
は
絶
え
て
久
し
く
、
宮
廷
に
仕
え
た
土
佐
・
住
吉
の
諸
家
と
い
え
ど

も
、
そ
の
奥
義
を
伝
え
、
古
蹟
粉
本
を
所
蔵
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
あ
る

日
、
広
行
の
語
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
こ
の
本
（
木
筆
三
十
六
歌
仙
）
と
の
奇
遇
に

驚
き
、
数
十
日
か
け
て
写
し
と
っ
た
と
い
う
。
慎
重
に
筆
を
運
び
な
が
ら
模
写
さ

れ
、
描
き
漏
ら
し
た
部
分
は
な
く
、
原
本
と
の
違
い
は
紙
と
墨
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ

の
序
文
は
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
秋
に
、
柴
邦
彦
、
す
な
わ
ち
柴
野
栗
山
が
記
し

た
も
の
で
あ
る
。

静
山
は
続
け
て
、
原
本
の
作
者
土
佐
光
顕
が
元
徳
頃
の
人
物
で
あ
る
と
す
る
広
行

の
見
解
を
紹
介
し
、
元
徳
は
後
醍
醐
帝
の
年
号
で
あ
り
、
元
寇
の
前
年
で
あ
る
と
説

明
し
て
い
る
。
ま
た
、
光
顕
の
事
跡
に
つ
い
て
は
、「
土
蜘
蛛
絵
巻
物
」
の
項
目
に

記
し
た
と
補
足
す
る
。
内
篇
巻
七
上
に
掲
載
さ
れ
た
同
項
目
で
は
、
広
行
の
父
内
記

が
こ
の
絵
巻
の
筆
者
を
光
顕
と
鑑
定
し
、
静
山
も
こ
れ
に
同
意
し
て
い
る
⑹
。

住
吉
広
行
の
古
画
模
写
と
「
木
筆
古
歌
仙
」
の
鑑
定

さ
て
、
木
筆
三
十
六
歌
仙
を
模
写
し
た
住
吉
広
行
で
あ
る
が
、
同
家
で
は
初
代
如

慶
に
よ
る
「
年
中
行
事
絵
巻
」
の
模
写
を
嚆
矢
に
、
代
々
古
画
の
模
写
を
手
掛
け
、

こ
れ
を
蓄
積
し
て
き
た
。「
住
吉
家
古
画
留
書
」（
東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
）
な

ど
は
そ
の
一
例
で
あ
る
⑺
。
住
吉
派
の
絵
師
に
と
っ
て
古
画
の
模
写
は
、
伝
統
的
な

図
様
や
絵
画
技
法
を
習
得
す
る
の
に
有
効
な
手
段
で
あ
り
、
二
代
目
具
慶
以
来
、
御

用
絵
師
を
踏
襲
し
た
彼
ら
の
絵
画
制
作
に
も
大
い
に
活
か
さ
れ
て
き
た
。

一
方
、
静
山
の
依
頼
に
よ
る
木
筆
三
十
六
歌
仙
の
模
写
は
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
な
絵
画

情
報
を
他
者
か
ら
求
め
ら
れ
た
事
例
で
あ
り
、
こ
の
他
に
も
広
行
は
、「
大
臣
影
絵

巻
物
」
の
模
写
を
静
山
か
ら
依
頼
さ
れ
て
い
る
。『
新
増
書
目
』「
大
臣
影
絵
巻
物
」

の
項
目
（
内
篇
巻
六
坤
）
を
読
む
と
⑻
、
先
代
の
広
守
（
一
七
〇
五
〜
七
七
）
が
こ

れ
を
実
見
し
、
広
行
自
身
も
「
家
業
為
心
得
」、
朝
廷
に
模
写
を
申
し
出
た
と
あ
る
。

で
は
な
ぜ
、
静
山
は
古
画
の
模
写
の
さ
ら
な
る
写
し
を
他
の
流
派
の
絵
師
で
は
な

住
吉
広
行
に
よ
る
「
木
筆
三
十
六
歌
仙
」
の
模
写
に
つ
い
て

二
八
二
八



く
度
々
広
行
に
依
頼
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
は
、
同
家
が
宮
廷
絵
所
の
流

れ
を
汲
む
土
佐
派
の
分
派
と
い
う
正
当
性
と
、
同
派
に
蓄
積
さ
れ
た
膨
大
な
模
写
、

し
か
も
「
年
中
行
事
絵
巻
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
原
本
に
近
い
写
し
を
有
し
て

い
た
こ
と
が
そ
の
理
由
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
広
行
の
模
写
は
、
栗
山
が
語
る
よ

う
に
、
細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
進
め
ら
れ
、
原
本
と
変
わ
ら
ぬ
ほ
ど
の
出
来
映

え
で
あ
っ
た
と
い
う
。
静
山
も
こ
の
こ
と
を
知
り
、
高
く
評
価
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

模
写
に
対
す
る
広
行
の
こ
だ
わ
り
は
、『
新
増
書
目
』「
兆
殿
司
像
」
の
項
目
（
内

篇
巻
六
坤
）
か
ら
も
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
⑼
。
静
山
が
所
有
す
る
兆
殿
司

の
肖
像
は
、
広
尚
（
一
七
八
一
〜
一
八
二
八
）
が
所
蔵
す
る
模
写
を
、
静
山
が
文
化

十
三
年
（
一
八
一
六
）
の
夏
に
写
し
た
も
の
で
あ
る
⑽
。
も
と
も
と
こ
の
像
に
は
、

兆
殿
司
が
五
百
羅
漢
図
を
制
作
し
て
い
た
際
、
老
い
た
母
の
元
へ
自
分
が
戻
れ
な
い

代
わ
り
に
自
画
像
を
描
い
て
送
っ
た
と
い
う
逸
話
が
残
る
。

こ
の
模
写
は
、
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
に
東
福
寺
が
江
戸
で
出
開
帳
を
行
っ
た

際
、
浅
草
某
所
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
、
広
行
は
こ
の
こ
と
を
聞
き
つ
け
、
同
所

で
そ
の
像
を
見
た
と
い
う
。
広
行
は
こ
の
像
の
模
写
を
、
再
三
、
僧
に
願
い
出
る

が
、
な
か
な
か
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
あ
る
夜
密
か
に
（
浅
草
某
所
へ
）
訪

れ
、
再
度
、
模
写
を
懇
願
す
る
。
よ
う
や
く
僧
は
こ
の
願
い
を
受
け
入
れ
、
広
行
の

模
写
が
実
現
す
る
こ
と
と
な
る
。
後
年
、
東
福
寺
は
火
災
で
こ
の
像
を
焼
失
し
、
広ヨ

シ

行
の
模
写
だ
け
が
残
る
。
静
山
は
こ
の
こ
と
を
「
誠
ニ
廣
行
ノ
画
道
ニ
忠
功
ア
ル
善

ナ
カ
リ

ソ
レ

ラ

ヤ

ス
ベ
ク
シ
テ
．（
中
略
）
廣
行
微
セ
バ
．
今
其
豈
此
像
ヲ
視
ル
者
有
ン
也
．」
と
記

し
、
広
行
の
画
道
に
対
す
る
真
摯
な
姿
勢
を
賞
賛
し
て
い
る
。

卓
越
し
た
模
写
の
画
技
と
そ
の
知
識
を
認
め
ら
れ
た
広
行
は
、
寛
政
度
の
内
裏
造

営
の
際
に
、
御
所
再
建
の
総
責
任
者
で
あ
る
松
平
定
信
（
一
七
五
九
〜
一
八
二
九
）

よ
り
、
病
没
し
た
狩
野
典
信
（
一
七
三
〇
〜
九
〇
）
に
代
わ
っ
て
賢
聖
障
子
絵
制
作

を
下
命
さ
れ
る
。
こ
の
時
定
信
は
古
式
復
興
を
目
指
し
た
光
格
天
皇
の
意
向
を
受

け
、
柴
野
栗
山
に
命
じ
て
賢
聖
障
子
絵
の
賛
文
や
図
様
の
考
証
を
行
わ
せ
た
。
広
行

は
こ
の
絵
を
江
戸
で
制
作
し
た
後
、
御
所
へ
送
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
視
察
す
る
た

め
、
寛
政
四
年
（
一
七
九
一
）
十
月
七
日
に
上
洛
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
同
じ
く
定

信
か
ら
下
命
さ
れ
た
の
が
、
近
畿
地
方
に
お
け
る
諸
社
寺
の
什
物
調
査
で
あ
る
。
広

行
と
と
も
に
抜
擢
さ
れ
た
の
が
、
幕
府
の
右
筆
で
国
学
者
で
あ
る
屋
代
弘
賢
（
一
七

五
八
〜
一
八
四
一
）、
住
吉
家
か
ら
分
か
れ
た
板
谷
家
の
絵
師
広
長
（
一
七
六
〇
〜

一
八
一
四
）、
そ
し
て
柴
野
栗
山
で
あ
る
。
広
行
の
「
上
京
日
記
」
に
よ
る
と
⑾
、

広
行
は
同
年
十
月
二
二
日
に
上
洛
し
た
栗
山
を
伴
い
、
主
だ
っ
た
寺
社
の
宝
物
を
点

検
し
、
誓
願
寺
縁
起
や
法
隆
寺
三
経
院
の
太
子
縁
起
、
當
麻
寺
の
曼
荼
羅
及
び
多
武

峰
の
大
織
冠
之
図
を
模
写
し
、
鳳
凰
堂
壁
画
の
地
取
り
を
行
っ
た
と
い
う
。
こ
の

間
、
広
行
ら
は
東
大
寺
の
鴨
毛
屏
風
や
高
尾
の
山
水
屏
風
、
十
二
天
像
な
ど
を
実
際

に
見
学
し
て
い
る
。
こ
の
調
査
旅
行
で
収
集
し
た
情
報
は
、
広
行
と
栗
山
が
中
心
と

な
っ
て
編
纂
し
、
同
年
十
二
月
に
『
寺
社
展
閲
宝
物
目
録
』
と
し
て
定
信
に
報
告
さ

れ
た
。
木
筆
三
十
六
歌
仙
の
序
文
が
記
さ
れ
る
四
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
広
行
と
栗

山
は
、
す
で
に
旧
知
の
間
柄
で
あ
り
、
松
平
定
信
か
ら
も
絵
画
考
証
と
模
写
の
エ
キ

ス
パ
ー
ト
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

先
述
の
通
り
、
住
吉
家
に
は
如
慶
以
来
の
膨
大
な
古
画
の
蓄
積
が
あ
り
、
代
々
継

承
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
は
、
住
吉
家
に
お
け
る
絵
画
鑑
定
に
も
大
い
に
活
用
さ

れ
、
両
家
は
絵
画
鑑
定
の
家
と
し
て
も
広
く
認
知
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
証
左
と
し
て

住
吉
広
行
に
よ
る
「
木
筆
三
十
六
歌
仙
」
の
模
写
に
つ
い
て

二
九



従
来
か
ら
知
ら
れ
て
き
た
の
が
「
住
吉
家
鑑
定
控
」（
東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
）

で
あ
る
⑿
。
こ
こ
に
は
広
行
の
鑑
定
控
え
も
含
ま
れ
て
お
り
、
広
行
が
寺
院
や
道
具

商
、
大
名
家
な
ど
か
ら
依
頼
を
受
け
、
古
絵
巻
や
歌
仙
絵
、
仏
画
ま
で
幅
広
く
鑑
定

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
中
で
も
注
目
す
べ
き
は
鑑
定
年
月
日
を
寛
政
六
年
（
一

七
九
四
）
十
二
月
十
七
日
と
す
る
「
木
筆
古
歌
仙
」
の
鑑
定
控
で
あ
る
。
こ
の
鑑
定

依
頼
は
「
水
戸
宰
相
殿
」
に
よ
る
も
の
で
、
広
行
は
そ
の
作
者
を
「
土
佐
越
前
守
藤

原
光
顕
無
疑
候
」
と
す
る
。
松
浦
史
料
博
物
館
本
の
序
文
が
翌
年
の
秋
に
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
、
ま
た
、
鑑
定
の
依
頼
が
「
水
戸
宰
相
殿
」
で
あ
る
こ
と
よ
り
、
広
行
が

鑑
定
し
た
「
木
筆
古
歌
仙
」
こ
そ
松
浦
史
料
博
物
館
本
の
原
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
広
行
は
栗
山
の
序
文
の
ご
と
く
、
こ
の
機
会
を
逃
す
こ
と
な
く
数
十
日
を
か
け

て
入
念
に
模
写
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
、
松
浦
史
料
博
物
館
本
と
『
新
増
書
目
』
の
「
木
筆
三
十
六
歌
仙
」
の
項
目

と
を
照
合
し
な
が
ら
同
本
の
模
写
の
経
緯
を
は
じ
め
、
当
時
の
木
筆
に
関
す
る
情
報

や
原
本
の
作
者
に
つ
い
て
の
認
識
、
さ
ら
に
は
、
住
吉
広
行
の
古
画
模
写
に
対
す
る

姿
勢
や
柴
野
栗
山
と
の
関
係
、
広
行
に
向
け
ら
れ
た
静
山
の
評
価
、
松
浦
史
料
博
物

館
本
の
原
本
と
考
え
ら
れ
る
「
木
筆
古
歌
仙
」
の
鑑
定
に
つ
い
て
紹
介
し
て
き
た
。

周
知
の
通
り
、
近
年
日
本
絵
画
史
研
究
の
中
で
、
模
写
の
意
義
が
再
検
討
さ
れ
、

住
吉
広
行
の
画
業
に
も
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
⒀
。
小
論
も
模
写
研
究
あ
る
い
は
住

吉
広
行
研
究
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

注
⑴

名
は
清
と
い
う
が
隠
居
後
に
称
し
た
静
山
の
号
が
一
般
的
で
あ
る
た
め
、
本
論
で

も
そ
の
号
を
用
い
、
松
浦
静
山
あ
る
い
は
静
山
と
称
す
る
。

⑵

画
像
は
「
大
徳
川
展
」
図
録
（「
大
徳
川
展
」
主
催
事
務
局

二
〇
〇
七
年
十
月
十

日
）
一
五
二
頁
に
掲
載

⑶

画
像
は
東
京
国
立
博
物
館
画
像
検
索

https://w
ebarchives.tnm

.jp/im
gsearch/show

/E
0071231

及
び
文
化
遺
産
オ
ン
ラ
イ

ンhttps://bunka.nii.ac.jp/heritages/detail/381397

、
に
掲
載
。
文
化
遺
産
オ
ン
ラ
イ

ン
で
は
東
博
本
を
水
戸
徳
川
家
伝
来
本
の
写
し
と
す
る
。

⑷

●
待
賢
門
合
戦
繪
詞

一
軸

コ
ノ
一
軸
．
屋
代
弘
賢
ガ
得
タ
ル
ト
聞
テ
．
請
テ
模
写
ス
．
屋
代
ガ
得
ル
者
モ
亦

模
本
ナ
リ
．

（
後
略
）

（『
新
増
書
目
』
内
篇
巻
六
乾
「
人
之
伝
上

史
余
之
部

画
記
」）

⑸
『
東
観
余
論
』
と
は
北
宋
の
文
字
学
家
で
あ
る
黄
伯
思
撰
の
書
論

⑹

●
土
蜘
蛛
繪
巻
物

片
桐
侯
家
蔵
○
享
和
元
年
辛
酉
主
膳
正
貞
彰
応
余
需
写
以
贈
之

一
軸

（
前
略
）
○
余
此
図
ノ
画
者
ヲ
住
吉
廣
行
ニ
問
ニ
．
彼
カ
所
レ

伝
ノ
言
ハ
．
土
佐

長
隆
ノ
所
レ

画
ト
云
．
然
ト
モ
廣
行
ノ
父
内
記
親
ク
其
図
ヲ
観
タ
ル
ニ
．
越
前
守
光

顕
ノ
所
レ

画
ナ
ル
当
ト
云
リ
．
廣
行
ハ
イ
マ
タ
此
原
本
ハ
不
レ

視
ト
ナ
リ
．
又
時
世

ヲ
問
ニ
．
長
隆
ノ
父
某
．
某
ノ
父
光
顕
．
光
顕
ノ
父
光
秀
ト
云
．
光
顕
元
徳
ノ
頃
．

長
隆
文
和
ノ
頃
ト
書
ヌ
レ
バ
．
元
徳
文
和
ノ
際
．
僅
ニ
二
十
四
年
ト
雖
．
徒
然
草

ノ
注
ニ
．
兼
好
以
二

北
朝
観
応
元
年
一

死
．
年
六
十
八
ト
云
バ
兼
好
既
文
和
ニ
先
テ

没
テ
．
長
隆
ノ
画
ル
ニ
詞
書
ス
ル
ノ
理
ナ
シ
．
然
レ
バ
内
記
ノ
所
レ

云
．
光
顕
ト
為

者
．
其
実
ヲ
得
タ
ル
歟
．
イ
ヅ
レ
モ
四
百
五
十
年
上
ノ
画
．
可
二

珎
重
一

．
且
宜
下

拠

レ

図
観
中

当
時
上

モ
ノ
也
．
享
和
癸
亥
閏
正
月
識
干
江
都
南
室

（『
新
増
書
目
』
内
篇
巻
七
上
「
雑
二

画
図
ノ
中
之
部

模
写
」）

⑺
『
新
増
書
目
』
か
ら
は
、
病
草
紙
（
内
篇
巻
四
之
下
「
医
書

雑
病
」）
や
気
違
草

子
（
内
篇
巻
七
上
「
雑
二

画
図
ノ
中
之
部

模
写
」）
な
ど
の
古
絵
巻
の
模
写
も
、

当
時
の
住
吉
家
が
所
有
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

⑻

●
大
臣
影
繪
巻
物

四
軸

原
本
．
画
家
住
吉
廣
行
所
蔵
．
文
化
二
年
乙
丑
閏
八
月
．
需
之
廣
行
．
因
廣
行
自
模
其
本
而
贈
．

○
此
巻
原
上
下
二
軸
也
．
為
不
便
展
覧
．
今
分
為
四
軸
．
○
原
本
外
袋
ニ
記
テ
云
．
御
数

寄
屋
御
道
具
之
内
ニ
有
之
候
．
大
臣
之
絵
御
巻
物
．
古
画
之
趣
．
先
年
父
内
記
廣
守

住
吉
広
行
に
よ
る
「
木
筆
三
十
六
歌
仙
」
の
模
写
に
つ
い
て

三
〇
三
〇



拝
見
仕
候
由
．
兼
而
申
聞
承
知
仕
候
．
拝
見
之
義
奉
願
候
者
．
奉
恐
入
候
義
ニ
御

座
候
得
共
．
家
業
為
心
得
．
奉
願
拝
見
仕
度
奉
存
候
．
何
卒
拝
見
被
仰
付
候
様
ニ

仕
度
．
奉
願
候
．
以
上
．
コ
レ
廣
行
ノ
所
レ

呈
レ

官
ノ
上
書
ノ
文
．
直
ニ
之
ヲ
題
記
セ
シ
者
ナ

リ
．（
後
略
）

（『
新
増
書
目
』
内
篇
巻
六
坤
「
人
之
伝

公
卿

図
像
」）

⑼

●
兆
殿
司
肖
像

住
吉
内
記
廣
尚
之
粉
本
文
化
丙
子
夏
模
写

一
幅

ラ

ク

シ

ル
カ

此
原
図
ハ
．
兆
殿
主
ノ
自
所
レ

画
ト
云
．
像
半
身
右
向
．
風
容
如
レ

見
．
実
ニ
真
肖

ス

ノ

メ

ノ

リ

ト
為
ベ
シ
．（
中
略
）
○
又
此
讃
辞
ノ
コ
ト
モ
．
画
史
ニ
．
始
明
兆
老
母
在
二

淡
路

ニ

ス

二

ニ

ス

ヒ

ン
ト

ヲ

ニ

テ

ニ

ニ

ク

ヲ

国
一

．
臥
レ

病
．
故
欲
二

一
見
一レ

兆
．
兆
時
在
二

東
福
寺
一

．
方
画
二

五
百
羅
漢
一

．
其
功

タ

ナ
ラ

ク
ト

ヲ

ズ

ヒ

ル
ニ

ヲ

ラ

シ
メ

未
ズ
レ

半
．
雖
レ

背
二

老
母
之
命
一

．
仏
像
図
画
之
事
．
又
不
レ

忍
レ

捨
レ

之
．
因
自
写
レ

ヲ

シ
メ

ヲ

ニ

ム

ヲ

ノ

ス

ニ

ク

テ

ス

レ

真
．
致
二

之
於
母
一

慰
其
心
一

．
退
耕
庵
性
海
賛
二

其
像
一

．
曰
．
衣
破
戒
不
レ

破
．
身

ニ
シ
テ

ス

ナ
ラ

ツ
ケ
リ

ヲ

イ
カ

レ

ヒ

セ

チ
ャ
ク

貧

道
不
レ

貧
．」
此
像
著
二

破
衲
一

ト
見
エ
テ
．
何
ニ
モ
衣
ノ
破
タ
ル
ヲ
結
合
テ
著

ル

セ
リ
．
是
ニ
テ
詳
ニ
知
ベ
シ
．
又
此
図
ヲ
得
シ
コ
ト
ハ
．
住
吉
廣
尚
内
記
ノ
粉
本
ヲ

モ
ト

写
ス
．
此
粉
本
ノ
原
ハ
．
安
永
中
三
年
ノ
事
ト
云
東
福
寺
開
扉
ノ
コ
ト
ヲ
官
請
シ
．

ル

出
府
シ
テ
浅
草
某
ノ
処
ニ
寓
ス
．
且
東
福
ニ
所
レ

有
ノ
宝
物
数
種
ヲ
携
フ
．
此
図
モ

キ

ヲ

カ
ノ

亦
其
一
也
．
此
時
廣
尚
ノ
父
廣
行
内
記
聞
レ

之
征
テ
此
像
ヲ
視
ル
．
因
テ
彼
守
僧
ニ

ス

サ

就
テ
之
ヲ
移
写
セ
ン
コ
ト
ヲ
言
フ
．
僧
不
レ

許
．
廣
行
言
フ
コ
ト
再
三
ニ
シ
テ
．
僧

ホ

ス

カ

テ

エ

カ

ル

キ

ヘ

フ

ヲ

尚
不
レ

聴
．
以
レ

故
．
廣
行
一
日
潜
ニ
夜
往
．
其
懇
求
ノ
情
ヲ
伸
テ
請
レ

之
．
僧
ノ
心

�
�

カ

ノ

ツ

稍
解
ケ
．
竟
ニ
密
ニ
移
写
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
タ
リ
．
是
斯
像
ノ
世
ニ
出
ル
始
メ
也
．

ノ
チ

シ
ヨ
リ

テ

ル

後
レ

然

年
ア
リ
．
而
東
福
寺
災
ア
リ
．
此
像
時
ニ
焼
亡
ス
ト
．
然
ト
キ
ハ
殿
主
ノ

シ

シ

真
蹟
ハ
．
今
見
ル
ニ
無
レ

由
ト
雖
ド
モ
．
唯
此
図
ヲ
以
テ
観
ル
ベ
シ
．
誠
ニ
廣
行
ノ

ヨ
シ

ノ

画
道
ニ
忠
功
ア
ル
善
ス
ベ
ク
シ
テ
．
彼
僧
ノ
愚
ニ
シ
テ
不
慈
ナ
ル
．
殿
主
ノ
画
志

ラ

シ

ム

ミ

べ

ナ
カ
リ

ソ
レ

孝
思
ヲ
モ
知
ザ
ル
可
レ

悪
．
讃
ヲ
モ
読
得
ザ
ル
者
ナ
ル
応
シ
．
廣
行
微
セ
バ
．
今
其

ラ

ヤ

豈
此
像
ヲ
視
ル
者
有
ン
也
．

（『
新
増
書
目
』
内
篇
巻
六
坤
「
人
之
伝

神
釈

図
像
」）

⑽

住
吉
広
行
の
模
本
を
、
さ
ら
に
自
ら
模
写
し
た
二
次
写
本
が
東
福
寺
に
所
蔵
さ
れ

る
。（『
禅
寺
の
絵
師
た
ち
│
明
兆
・
霊
彩
色
・
赤
脚
子
│
』〔
山
口
県
立
美
術
館

一

九
九
八
年
十
月
二
三
日
〕
七
一
頁
作
品
画
像
、
一
五
〇
頁
作
品
解
説
参
照
）

⑾
「
上
京
日
記
」（『
東
洋
美
術
大
観
』
五
〔
審
美
書
院

一
九
〇
九
年
九
月
十
日
〕
四

九
〇
頁
）

（
前
略
）

廿
二
日
柴
野
栗
山
松
平
楽
翁
侯
の
命
を
啣
み
て
上
京
す
。
こ
れ
よ
り
栗
山
と
共
に

寺
社
の
宝
物
を
点
検
し
、
古
画
の
佳
な
る
も
の
あ
れ
ば
則
ち
こ
れ
を
模
写
す
。
廿

三
日
に
は
誓
願
寺
縁
起
を
写
し
、
十
一
月
十
三
日
写
し
了
る
。
こ
の
間
又
殆
ど
毎
日
諸

寺
社
を
歴
覧
せ
り
十
七
日
京
都
を
発
し
て
宇
治
に
至
り
、
十
八
日
鳳
凰
堂
の
壁
画
を

地
取
り
、
十
九
日
奈
良
に
至
り
、
廿
日
法
隆
寺
を
訪
ひ
、
廿
二
日
同
寺
三
経
院
の

太
子
縁
起
四
幅
の
模
写
に
著
手
し
、
慶
意
等
を
止
め
て
こ
れ
を
写
さ
し
む
。
廿
三
日

信
貴
山
に
上
り
、
龍
田
、
達
磨
寺
を
経
て
当
麻
に
至
り
、
廿
四
日
当
麻
寺
の
曼
荼

羅
及
法
然
絵
伝
等
を
観
、
廿
五
日
橘
寺
、
岡
寺
、
飛
鳥
寺
等
を
経
て
多
武
峰
に
至

り
、
翌
日
多
武
峰
の
宝
物
を
観
、
廿
七
日
初
瀬
、
廿
八
日
三
輪
を
経
て
丹
波
市
に

宿
し
、
廿
九
日
布
留
社
を
経
て
、
奈
良
に
帰
る
。
十
二
月
朔
日
東
大
寺
を
訪
ひ
て

鴨
毛
屏
風
、
楽
面
そ
の
他
種
々
の
宝
物
を
観
、
二
日
多
武
峰
よ
り
齋
さ
し
め
た
る

大
職
冠
之
図
二
幅
を
写
し
、
三
日
こ
れ
を
了
り
て
、
又
東
大
寺
の
宝
物
を
観
る
。

既
に
し
て
慶
意
等
法
隆
寺
の
模
写
を
了
り
て
、
来
り
会
し
、
五
日
大
坂
に
至
り
、

六
日
天
王
寺
等
を
観
、
七
日
舟
に
乗
り
て
大
阪
を
発
し
、
翌
日
再
た
び
京
都
に
至

り
、
十
日
東
寺
再
た
び
、
十
一
日
高
雄
山
水
屏
風
十
二
天
等
を
観
る
栂
尾
を
訪
ひ
、
十

三
日
京
都
を
発
し
、
廿
四
日
江
戸
に
帰
り
ぬ
。
屋
代
弘
賢
も
亦
こ
の
行
に
従
ひ
き
、

そ
の
著
道
の
幸
あ
り
寺
社
宝
物
展
閲
目
録
は
、
即
ち
こ
の
時
柴
野
栗
山
と
住
吉
内
記

と
が
楽
翁
侯
に
復
命
せ
し
書
に
し
て
、
巻
末
に
「
寛
政
四
年
十
二
月
」
と
記
し
て

各
々
そ
の
名
を
署
せ
り
、（
後
略
）

⑿
「
住
吉
家
鑑
定
控

一
」（『
美
術
研
究
』
第
三
八
号

岩
波
書
店

一
九
三
五
年
二

月
二
八
日
）

⒀

本
年
十
月
か
ら
大
和
文
華
館
に
て
「
住
吉
広
行
│
江
戸
後
期
や
ま
と
絵
の
開
拓
者
」

展
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

謝
辞『

新
増
書
目
』
や
模
写
の
熟
覧
に
お
い
て
は
、
松
浦
史
料
博
物
館
学
芸
員
の
久
家
孝
史
氏

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
画
像
の
掲
載
に
つ
い
て
も
ご
快
諾
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
文
学
部
教
授
）

住
吉
広
行
に
よ
る
「
木
筆
三
十
六
歌
仙
」
の
模
写
に
つ
い
て

三
一


